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第１章 調査概要と基本属性 

□1  調査概要 

１.  調査の目的 

本調査は、市民が人権についてどのような意識や考えを持っており、どのように理解しているか

を把握し、今後の人権行政を一層推進するための資料とすることを目的に実施した。 

 

２.  調査の沿革 

人権問題に関する市民意識調査は昭和 51 年（1976 年）以降、5 年ごとに実施しており、第 1 回

調査（昭和 51 年実施）から第 5 回調査（平成 7 年実施）までは、同和問題を中心とした調査内容

となっている。第 6回調査（平成 12年実施）からは、人権全般に関わる調査項目に内容を変更し、

今回（第 10 回調査）は、社会環境の変化に対応すべく一部表現の変更や設問の追加・修正・変更

を行っている。今回調査の調査項目は次のとおりである。 

 

図表 1-1 今回調査の調査項目 

分野 備考

1 人権全般について

問1 人権問題への関心度

問2 市民の人権意識の高まりについての評価 質問形式・選択肢を変更

問3 関心のある人権問題 選択肢の表現を一部変更、新規項目を追加

問4 人権侵害された内容 質問形式を変更、かつ、選択肢に新規項目を追加

問5 結婚相手を考える際に気になること 新規設問

問6 人権に関する法律の認知状況

ア 障害者差別解消法 質問形式・選択肢を変更

イ ヘイトスピーチ解消法 新規設問

ウ 部落差別解消推進法 新規設問

2 女性の人権について

問7 女性の人権が尊重されていないと思うこと 選択肢に新規項目を追加

問8 女性の人権を守るために必要だと思うこと

3 子どもの人権について

問9 子どもの人権が尊重されていないと思うこと

問10 子どもの人権を守るために必要だと思うこと

4 高齢者の人権について

問11 高齢者の人権が尊重されていないと思うこと 選択肢に新規項目を追加

問12 高齢者の人権を守るために必要だと思うこと 選択肢の一部を削除

5 障害のある人の人権について

問13 障害のある人の人権が尊重されていないと思うこと 選択肢の一部を表現変更

問14 障害のある人の人権を守るために必要だと思うこと

6 同和問題について

問15 同和問題を初めて知った経緯 選択肢の一部を修正、かつ新規項目を追加

問16－1 同和地区出身者に対する周りの人の差別意識 質問形式・選択肢を変更

問16－2 同和地区出身者に対する自身の差別意識 新規設問

問17 同和問題に関して人権が尊重されていないと思うこと 選択肢の一部を表現変更

問18 同和問題の解決に対する考え

問19 同和問題の解決に大切だと思うこと 選択肢を変更

調査項目（設問）
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図表 1-1 今回調査の調査項目（続き） 

 

分野 備考

7 日本に居住する外国人の人権について

問20 日本に居住する外国人の人権に関する考え

問21 日本に居住する外国人の人権を守るために必要だと思うこと

8 エイズ患者やHIV感染者の人権について

問22 エイズ患者やHIV感染者の人権が尊重されていないと思うこと

問23 エイズ患者やHIV感染者の人権を守るために必要だと思うこと

9 インターネットやSNSによる人権侵害について

問24 インターネットやSNSに関して人権が尊重されていないと思うこと 設問文を表現変更

10 ＬＧＢＴ（性的少数者）の人権について

問25 ＬＧＢＴ（性的少数者）の人権が尊重されていないと思うこと 新規設問

問26 新規設問

問27 ＬＧＢＴ（性的少数者）の人権を守るために必要だと思うこと 新規設問

11 人権に関する学習や情報について

問28 市が行っている人権に関する啓発活動の認知状況 選択肢の一部を表現変更

問29 市が行っている人権に関する啓発活動の認知経路 選択肢に新規項目を追加

問30 市が行っている人権に関する啓発活動への参加経験 質問形式・選択肢を変更

問31 「人権文化のまちづくり」の推進に必要な取り組み

12 対象者の属性について

Ｆ1 性別

Ｆ2 年齢

Ｆ3 居住年数 新規設問

Ｆ4 居住地区 新規設問

調査項目（設問）

市が実施しているＬＧＢＴ（性的少数者）の支援策「パートナーシップ宣誓制度」の認知度

 

 

３.  調査の実施 

（１）調査地域 北九州市全域 

（２）調査対象 市内在住の満 20歳以上 79歳以下の男女個人（令和 2年 5月 1日現在） 

（３）調査対象数 5,000人 

（４）抽出方法 住民基本台帳から行政区別の人口分布を考慮し、無作為抽出 

（５）調査方法 質問紙法（無記名記述式） 

 郵便による調査票配布・回収 

（６）調査期間 令和 2年 8月 25日～令和 2年 9月 7日 

 （ただし、令和 2年 9月 14日回収分までを集計に含めている。） 

（７）調査主体 北九州市（保健福祉局人権推進センター人権文化推進課） 

（８）調査の実施・集計・報告書作成 株式会社九州博報堂 北九州支社 

（９）監  修 広島修道大学国際コミュニティ学部 伊藤敏安教授 
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４.  回収の結果 

配布数：5,000 件 回収数：2,462 件 有効回収数：2,457 件（有効回収率：49.1％） 

回収した調査票のうち、完全白紙票を「無効票」として集計から除外し、「無効票」（5 件）を除く

「有効票」（2,457 件）を集計対象とした。 

 

５.  調査結果を読む際の留意点 

（１）単数回答の集計については、設問ごとに無回答の項目を設けて、これを含めた全体のサンプ

ル数（標本数）を 100％としている。なお、回答率は小数点以下第 2位を四捨五入しているため、

数表、図表に示す回答率の合計は必ずしも 100％にならない場合がある。 

（２）２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の集計については、項目別に、サンプル数（標本

数）に対するその項目を選んだ回答者の割合としている。従って、数表、図表に示す各項目の

回答率の合計は 100％を超える場合がある。 

（３）数表、図表、文中に示すＮ、ｎは、回答率算出上のサンプル数（標本数）である。 

Ｎ＝有効回答数 

ｎ＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数） 

（４）文中の選択肢の表記は「 」で行い、選択肢のうち、２つ以上のものを合計して表す場合は

『 』としている。 

（５）図表において、回答選択肢を簡略化して表記している場合がある。 

（６）クロス集計の図表では、表側項目（性別、年齢別など）のうち無回答を省略している。 

（７）サンプル数（標本数）が少ないものについては、分析コメントを割愛する場合がある。 

 

６. 報告書の構成について 

本報告では、第 2章で基本属性（性・年齢別、居住年数別、居住地区別）による集計結果を、第

3章では第 8回調査（平成 22 年実施）以降の調査結果の経年変化を、第 4章では調査結果について、

人権侵害の経験と主要制度の認知状況の視点から市民の意識と行動を類型化して分析し、北九州市

の啓発活動の認知や参加について、特徴と課題を検討する。 
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□2  対象者の基本属性 

１.  性別構成比 
 

有効回答数 2,457件の性別構成比は「男性」が 39.8％、女性は 57.7％となっている。 

令和 2年 3月 31日現在の住民基本台帳人口による性別構成比と比べると、「男性」は 8.7ポイン

ト低く、「女性」は 6.2ポイント高くなっている。 

 

図表 1-2 性別構成比 

住民基本台帳（令和2年3月末）※20歳以上79歳以下

上段：％、
下段：件数

サ
ン
プ
ル
数

男
性

女
性

そ
の
他

無
回
答

上段：％、
下段：件数

総
数

男
性

女
性

100.0 39.8 57.7 0.4 2.0 100.0 48.5 51.5
2,457 979 1,418 10 50 691,585 335,189 356,396

全体 全体
 

 

２.  年齢別構成比 
 

有効回答数 2,457件の年齢別構成比をみると、「70歳以上」と答えた人の割合が 22.5％で最も高

く、次いで「65～69歳」（12.7％）、「60～64歳」（11.6％）の順となっている。 

令和 2年 3月 31日現在の住民基本台帳人口による性・年齢別構成比と比べると、40代まで割合

は構成比よりも低くなっている一方で、60代及び 70歳以上は構成比よりも高くなっている。 

 

図表 1-3 年齢別構成比 
 

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 歳

24 29 34 39 44 49 54 59 64 69 以
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 上

100.0 4.3 3.7 4.0 5.6 8.0 8.5 8.8 8.8 11.6 12.7 22.5 1.6
2,457 105 92 99 137 196 210 216 216 284 311 552 39
100.0 4.4 3.5 4.7 3.2 7.7 8.2 8.7 9.0 12.2 15.5 22.7 0.4
979 43 34 46 31 75 80 85 88 119 152 222 4
100.0 4.3 3.9 3.6 7.4 8.5 9.0 9.0 8.7 11.6 10.9 22.6 0.6
1,418 61 55 51 105 121 127 127 123 164 154 321 9
100.0 10.0 30.0 10.0 - - - 10.0 10.0 - - 20.0 10.0
10 1 3 1 - - - 1 1 - - 2 1

住民基本台帳（令和2年3月末）※20歳以上79歳以下
20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 歳

24 29 34 39 44 49 54 59 64 69 以
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 上

100.0 6.8 6.4 6.8 7.7 8.8 10.0 8.7 8.1 8.2 9.7 18.7
691,585 46,754 44,358 46,897 53,510 61,183 69,458 60,311 56,003 56,900 67,021 129,190
100.0 7.2 6.8 7.1 8.0 9.1 10.3 8.7 8.0 8.3 9.5 17.0
335,189 24,192 22,884 23,903 26,885 30,559 34,447 29,049 26,947 27,754 31,703 56,866
100.0 6.3 6.0 6.5 7.5 8.6 9.8 8.8 8.2 8.2 9.9 20.3
356,396 22,562 21,474 22,994 26,625 30,624 35,011 31,262 29,056 29,146 35,318 72,324

サ
ン
プ
ル
数

上段：％、
下段：件数

無
回
答

上段：％、
下段：件数

サ
ン
プ
ル
数

男性

女性

全体

全体

性
別

男性

女性

その他

性
別
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４.  回収の結果 

配布数：5,000 件 回収数：2,462 件 有効回収数：2,457 件（有効回収率：49.1％） 

回収した調査票のうち、完全白紙票を「無効票」として集計から除外し、「無効票」（5 件）を除く

「有効票」（2,457 件）を集計対象とした。 

 

５.  調査結果を読む際の留意点 

（１）単数回答の集計については、設問ごとに無回答の項目を設けて、これを含めた全体のサンプ

ル数（標本数）を 100％としている。なお、回答率は小数点以下第 2位を四捨五入しているため、

数表、図表に示す回答率の合計は必ずしも 100％にならない場合がある。 

（２）２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の集計については、項目別に、サンプル数（標本

数）に対するその項目を選んだ回答者の割合としている。従って、数表、図表に示す各項目の

回答率の合計は 100％を超える場合がある。 

（３）数表、図表、文中に示すＮ、ｎは、回答率算出上のサンプル数（標本数）である。 

Ｎ＝有効回答数 

ｎ＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数） 

（４）文中の選択肢の表記は「 」で行い、選択肢のうち、２つ以上のものを合計して表す場合は

『 』としている。 

（５）図表において、回答選択肢を簡略化して表記している場合がある。 

（６）クロス集計の図表では、表側項目（性別、年齢別など）のうち無回答を省略している。 

（７）サンプル数（標本数）が少ないものについては、分析コメントを割愛する場合がある。 

 

６. 報告書の構成について 

本報告では、第 2章で基本属性（性・年齢別、居住年数別、居住地区別）による集計結果を、第

3章では第 8回調査（平成 22 年実施）以降の調査結果の経年変化を、第 4章では調査結果について、

人権侵害の経験と主要制度の認知状況の視点から市民の意識と行動を類型化して分析し、北九州市

の啓発活動の認知や参加について、特徴と課題を検討する。 
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３．居住年数別構成比 
 

有効回答数 2,457 件の居住年数別構成比をみると、「20 年以上」と答えた人の割合が 81.5％と、

全体の大半を占めている。 

 

図表 1-4 居住年数別構成比 
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３．居住年数別構成比 
 

有効回答数 2,457 件の居住年数別構成比をみると、「20 年以上」と答えた人の割合が 81.5％と、

全体の大半を占めている。 

 

図表 1-4 居住年数別構成比 
 

 

 

� � � �� ��
年 年

未 � �� �� 以
満 年 年 年 上

����� ��� ��� ��� ��� ���� ���
����� �� �� �� ��� ����� ��
����� ��� ��� ��� ��� ���� ���
��� �� �� �� �� ��� �

����� ��� ��� ��� ��� ���� ���
����� �� �� �� ��� ����� �
����� ���� � ���� ���� ���� ����

�� � � � � � �
����� ���� ��� ��� ���� ���� �
��� �� � � �� �� �

����� ���� ��� ��� ��� ���� �
�� �� � � � �� �

����� ��� ��� ��� ��� ���� �
�� � � � � �� �

����� ��� ��� ���� ���� ���� �
��� �� � �� �� �� �

����� ��� ��� ��� ���� ���� �
��� �� � �� �� ��� �

����� ��� ��� ��� ���� ���� �
��� � � �� �� ��� �

����� ��� ��� ��� ��� ���� �
��� � � � �� ��� �

����� ��� ��� ��� ��� ���� ���
��� � � � �� ��� �

����� � � ��� ��� ���� ���
��� � � � �� ��� �

����� ��� ��� ��� ��� ���� ���
��� � � � �� ��� �

����� ��� ��� ��� ��� ���� ���
��� � � � �� ��� �

�����歳

�����歳

��歳以上

年
齢
別

�����歳

�����歳

�����歳

�����歳

�����歳

�����歳

�����歳

�����歳

上段���
下段�件数

�
�
�
�
数

無
回
答

全体

性
別

男性

女性

��他

6 

 

４. 居住地区別構成比 
 

有効回答数 2,457 件の居住地区別構成比をみると、「八幡西区」と答えた人の割合が 26.3％で最

も高く、次いで「小倉南区」（21.0％）、「小倉北区」（18.6％）、「門司区」（9.6％）、「若松区」（9.0％）、

「八幡東区」（7.4％）、「戸畑区」（5.9％）の順となっている。 

令和 2 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口による行政区別構成比と比べると、ほぼ近い割合と

なっている。 

 

図表 1-5 居住地区別構成比 
 

上段：％、
下段：件数

サ
ン
プ
ル
数

門
司
区

小
倉
北
区

小
倉
南
区

若
松
区

八
幡
東
区

八
幡
西
区

戸
畑
区

無
回
答

100.0 9.6 18.6 21.0 9.0 7.4 26.3 5.9 2.1
2,457 235 458 517 222 183 645 145 52
100.0 10.2 18.8 21.1 8.2 7.7 27.5 5.8 0.7
979 100 184 207 80 75 269 57 7
100.0 9.2 19.0 20.9 10.0 7.3 26.0 6.0 1.6
1,418 130 269 296 142 104 369 85 23
100.0 10.0 10.0 70.0 - - - - 10.0
10 1 1 7 - - - - 1

100.0 13.3 19.0 19.0 7.6 5.7 26.7 7.6 1.0
105 14 20 20 8 6 28 8 1
100.0 2.2 19.6 22.8 14.1 13.0 22.8 3.3 2.2
92 2 18 21 13 12 21 3 2

100.0 10.1 24.2 23.2 3.0 7.1 24.2 7.1 1.0
99 10 24 23 3 7 24 7 1

100.0 6.6 16.8 17.5 9.5 10.2 31.4 5.1 2.9
137 9 23 24 13 14 43 7 4
100.0 12.8 20.9 24.0 8.2 6.6 24.5 1.5 1.5
196 25 41 47 16 13 48 3 3
100.0 8.6 18.6 23.8 9.5 6.2 25.7 7.1 0.5
210 18 39 50 20 13 54 15 1
100.0 6.5 19.0 24.5 8.8 7.4 25.0 7.9 0.9
216 14 41 53 19 16 54 17 2
100.0 6.9 20.4 18.5 9.3 5.1 32.4 6.0 1.4
216 15 44 40 20 11 70 13 3
100.0 8.5 22.9 19.0 9.2 8.1 24.6 7.4 0.4
284 24 65 54 26 23 70 21 1
100.0 13.8 15.1 19.9 10.3 7.1 27.3 6.1 0.3
311 43 47 62 32 22 85 19 1
100.0 10.9 17.2 21.7 9.2 8.2 26.6 5.4 0.7
552 60 95 120 51 45 147 30 4

住民基本台帳（令和2年3月末）※20歳以上79歳以下

上段：％、
下段：件数

サ
ン
プ
ル
数

門
司
区

小
倉
北
区

小
倉
南
区

若
松
区

八
幡
東
区

八
幡
西
区

戸
畑
区

100.0 10.1 19.8 22.0 8.6 6.8 26.6 6.0
691,585 70,106 136,874 152,412 59,373 47,123 183,873 41,824
100.0 10.0 19.8 22.0 8.7 6.8 26.5 6.2
335,189 33,433 66,319 73,844 29,101 22,891 88,889 20,712
100.0 10.3 19.8 22.0 8.5 6.8 26.7 5.9
356,396 36,673 70,555 78,568 30,272 24,232 94,984 21,112
100.0 7.9 21.1 22.8 8.3 6.7 26.6 6.5
46,754 3,704 9,876 10,666 3,873 3,149 12,458 3,028
100.0 7.8 24.2 21.5 7.7 6.0 26.2 6.5
44,358 3,467 10,718 9,546 3,427 2,662 11,637 2,901
100.0 8.5 22.3 22.4 8.2 6.2 26.3 6.1
46,897 3,963 10,474 10,509 3,854 2,918 12,322 2,857
100.0 9.0 20.9 22.8 8.3 6.1 27.3 5.6
53,510 4,834 11,173 12,178 4,433 3,247 14,623 3,022
100.0 9.6 20.0 23.4 8.1 6.5 27.0 5.5
61,183 5,848 12,240 14,300 4,984 3,961 16,509 3,341
100.0 9.8 19.2 23.2 8.0 6.3 27.7 5.7
69,458 6,811 13,339 16,097 5,570 4,383 19,268 3,990
100.0 9.9 19.4 23.2 8.0 6.6 26.8 6.0
60,311 5,980 11,729 13,965 4,854 3,971 16,193 3,619
100.0 10.4 19.3 21.4 9.2 6.8 26.7 6.3
56,003 5,801 10,819 12,006 5,126 3,784 14,956 3,511
100.0 10.9 18.6 21.3 9.5 7.0 26.5 6.3
56,900 6,188 10,584 12,137 5,400 3,970 15,064 3,557
100.0 11.5 18.5 21.0 9.2 7.6 26.2 6.0
67,021 7,698 12,395 14,060 6,180 5,097 17,554 4,037
100.0 12.2 18.2 20.9 9.0 7.7 25.8 6.2
129,190 15,812 23,527 26,948 11,672 9,981 33,289 7,961

25～29歳

30～34歳

男性

女性

全体

その他

性
別

65～69歳

70歳以上

年
齢
別

20～24歳

25～29歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

全体

性
別

男性

女性

20～24歳

70歳以上

年
齢
別

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

 


